
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

¾

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

最
高
裁
規
則

府

令

目

次

平成™�年š月�日 木曜日 第�™›š号官 報

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
内
閣
府
令
第
十
六
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
四
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
総

合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
最
高
裁
規
則
〕

〇
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
最
高
裁
四
）

J

〔
府

令
〕

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
一
六
）

J

〔
省

令
〕

〇
薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指

定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規

定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令（
厚
生
労
働
一
八
）

K

〇
防
衛
省
職
員
給
与
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
防
衛
三
）

〔
告

示
〕

〇
除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件（
法
務
九
七
）

K

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件（
同
九
八
）

L

〇
ハ
ル
ツ
ー
ム
州
廃
棄
物
管
理
能
力
向
上
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡

の
交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
六
五
）

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
五
条
第

一
項
第
五
号
の
専
修
学
校
の
専
門
課
程
等

を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
文
部
科
学
二
〇
）

M

〇
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

登
録
認
定
機
関
の
登
録
を
更
新
し
た
件

（
農
林
水
産
三
七
〇
〜
三
七
二
）

O

〇
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

登
録
認
定
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
件
（
同
三
七
三
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
三
七
四
〜
三
七
八
）

〇
福
江
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に
つ
い
て
告
示

し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
件

（
国
土
交
通
一
八
七
）

P

〇
北
九
州
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
告
示
し
た

事
項
に
変
更
を
加
え
た
件
（
同
一
八
八
）

Q

〇
足
寄
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
供
用
廃
止
の
件

（
同
一
八
九
）

〇
特
級
の
水
域
を
指
定
す
る
告
示

（
海
上
保
安
庁
三
五
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
三
三
、
三
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
四
三
）

〔
国
会
事
項
〕

R

〔
人
事
異
動
〕

林
野
庁

R

〔
皇
室
事
項
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
特
定
漁
港
漁
場
整

備
事
業
計
画
の
変
更
の
案
に
係
る
公
告
及
び

縦
覧
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

R

原
子
力
規
制
委
員
会
防
災
業
務
計
画
の
修
正

要
旨
の
公
表
に
つ
い
て

（
原
子
力
規
制
委
員
会
）

R

東
北
地
方
整
備
局
公
示（
東
北
地
方
整
備
局
）

労

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
I

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す

る
公
示

（
北
陸
信
越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
二
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
I

会
社
そ
の
他

L
J

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
四
号

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
六
日

最
高
裁
判
所

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
最

高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
の
三
中
「
百
六
十
円
」
を
「
百
六
十
四
円
」
に

改
め
る
。

第
二
条
の
四
中
「
五
百
八
十
円
」
を「
五
百
九
十
四
円
」

に
改
め
る
。

第
二
条
の
五
中
「
五
百
円
」
を
「
五
百
十
二
円
」
に
改

め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
日
前
に
申
立
て
が
さ
れ
、
又
は
職

権
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
事
件
（
基
本
と
な
る
手
続
に
係

る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
事
訴
訟
費
用
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二

十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に

規
定
す
る
費
用
の
う
ち
、
こ
の
規
則
の
施
行
日
以
後
に

さ
れ
た
第
三
債
務
者
の
供
託
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
民
事
訴
訟
費
用
等
に

関
す
る
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

˜
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